
2026年度 八王子市立松が谷中学校  第１学年 国語科 年間シラバス   2026.4.1 
 

教科目標 

（1）社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができるようにする。 

 

（2）社会生活における人との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を養う。 

 

（3）言葉がもつ価値を認識するとともに、言語感覚を豊かにし、我が国の言語文化に関わり、国語を尊重してその

能力の向上を図る態度を養う。 
 

１学期 主な学習内容（４７時間） ２学期 主な学習内容（６０時間） ３学期 主な学習内容（３３時間） 
・聞くということ ・桜蝶 

・お気に入りの一品を紹介する 

・言葉とコミュニケーション 

・言葉の単位 

・自分の脳を知っていますか 

・資料をもとに紹介文を書く 

・漢字の部首   ・日本語の音声 

・構成を考えて話す 

・ベンチ     ・メディアと表現 

・画数と漢字の字体 

・材料を整理して案内文を書く 

・四季のたより  ・書写 

・持続可能な未来を創るために 

・森には魔法つかいがいる 

・文の成分 

・根拠を明確にして意見文を書く 

・広告の情報を考える 

・昔話と古典    ・物語の始まり 

・故事成語     ・蜘蛛の糸 

・河童と蛙     ・オツベルと象 

・随筆を書く    ・日本語の文字 

・子どもの権利 

・イメージを言葉にする 

・調べた内容を聞く ・漢字の音と訓 

・書写 

・言葉がつなぐ世界遺産 

・地域から世界へ 

・報告文を整える 

・単語のいろいろ 

・発言を結びつけて話し合う 

・漫画で「物語」を表現する 

・熟語の構成 

・四季の詩 

・少年の日の思い出 

・方言と共通語 

・書写 

 

評価の観点と規準（各観点の割合は、全て達成率 100％で統一する。） 

 評価の観点（１学期より抜粋） 評価の方法・資料 評価方法の基準と「概ねＢ評価」等の設定 (行動目標) 

Ⅰ 

知
識
・
技
能 

・社会生活に必要な国語の知識や技能

を身に付けるとともに、日本の言語

文化に親しんだり理解したりするこ

とができるようになることを目指

し、説明文、物語文、詩、漢字、文

法などの学習内容を理解して使うこ

とができる。 

〔全教科共通〕 

・定期テスト 

 

 

【各教科の方法・資料】 

・漢字小テスト 

・文法小テスト 

・聞き取りテスト 

・書写作品 

など 

・定期考査は 50点の配点を基本とする。記述、記号選択式など

複数の形式で出題する。漢字の問題は、楷書で、止め、はね、

払いなどの基本点画を意識して書くこと。 

・漢字小テストはすべて記述式で出題し、10点満点を基本とす

る。 

・書写作品は、Ａ、Ｂ、Ｃで評価する。 

Ａ＝手本や基本となる点画を踏まえた書き方ができているこ

とに加え、紙面全体の配列や調和を意識して書くことが

できている。 

Ｂ＝手本や基本となる点画を踏まえた書き方ができている。 

Ｃ＝手本や基本となる点画を踏まえた書き方ができていない。 

Ⅱ 

思
考
・
判
断
・
表
現 

・筋道立てて考える力や豊かに感じた

り想像したりする力を養い、日常生

活における人との関わりの中で伝え

合う力を高め、自分の思いや考えを

確かなものにすることができるよう

になることを目指し、話すこと、聞

くこと、書くこと、読むことの活動

を通して、思考力や想像力を養うこ

とができる。 

〔全教科共通〕 

・定期テスト 

 

 

【各教科の方法・資料】 

・ワークシート 

・意見文 

・案内文 

・ノート 

・発表資料 

・発表の様子 

など 

・定期考査は 50点の配点を基本とする。記述、記号選択式など

複数の形式で出題する。文章作成問題は減点法で採点すること

を基本とする。例：誤字脱字－１点、原稿用紙の使い方の誤り

－１点など。 

・意見文や案内文は、Ａ、Ｂ、Ｃで評価する。 

 Ａ＝書式の形式や指示された内容を満たし、根拠や具体例を挙

げるなどしてわかりやすく書くことができている。 

Ｂ＝書式の形式や指示された内容を満たして書くことができて 

いる。 

Ｃ＝書式の形式や指示された内容を満たして書くことができて 

いない。 

Ⅲ 

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度 

・言葉がもつ価値に気付くとともに、

進んで読書をし、日本の言語文化を

大切にして、思いや考えを伝え合お

うとする態度を養うことを目指し、

自らの学習状況を把握し、自らの学

習を調整することを通して、その能

力の向上を図ることができる。 

〔全教科共通〕 

・「知識及び技能」の 

観点の評価 

・「思考力・判断力・表

現力等」の観点の評価 

 

 

【各教科の方法・資料】 

・ワークシート 

・ノート 

・長期休業中の課題 

・自主学習 

など 

〔全教科共通〕 

・「知識及び技能」の観点の内容について、指示に従ってしっかり行おう

としたり、学ぼうとしたりする。 

・「思考力・判断力・表現力等」の観点の内容について、指示に従ってし

っかり行おうとしたり、学ぼうとしたりする。 

・授業、課題に意欲的に取り組み、意見を積極的に発言しようとする。 

 

【各教科 独自の方法】 

・ワークシートは、Ａ、Ｂ、Ｃで評価する。 

Ａ＝すべての課題に対して回答を書いており、さらに自分で 

調べたことや説明されたことなどを書き加えている。 

Ｂ＝すべての課題に対して回答を書いている。 

Ｃ＝すべての課題に対して回答を書いていない。 

 


